
気象台の取組と防災気象情報の活用

広島地方気象台

令和6年（2024年）3月7日
放送技術セミナー・放送セミナー

1

広域防災管理官 矢﨑智也



今日の内容

１ 気象台の取組

２ 防災気象情報の活用

３ 防災気象情報の入手方法
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気象庁のマスコットキャラクター「はれるん」

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

まず最初に、広島地方気象台について紹介します。



広島地方気象台の紹介

広島地方気象台は、山口県を
除く中国地方の各県における
観測予報業務の中枢として、
業務を行っています。

3

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



広島地方気象台の紹介

1879(M12).1.1
広島県立広島測候所創設

1939(S14).11.1
中央気象台広島測候所
（国営移管）

1943(S18).11.15
広島地方気象台と改称

1945(S20).8.11
広島管区気象台と改称

1949(S24).11.1
広島地方気象台と改称

1987(S62).12.22
現在地に移転

所在地：広島市中区上八丁堀 合同庁舎第4号館

感雨器温度計
湿度計 積雪計

雨量計

現業室（天気予報や注意報警報等を発信） 露場（広島の気温や雨量等を観測）

監視カメラ
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広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

広島地方気象台 組織図（令和5年4月1日）



気象台の取組
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～地域の気象防災に一層貢献するための取組～

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



①平成28年8月
台風第10号による大雨

（高知県）

⑤令和元年台風第19号

福岡県朝倉市 赤谷川の洪水害

④平成30年台風第21号

愛媛県宇和島市
の土砂災害

近年は毎年、日本のどこ
かで甚大な被害が発生し
ています。

②平成29年7月九州北部豪雨

③平成30年7月豪雨

⑥令和2年7月豪雨
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近年発生した主な風水害 平成28年（2016）～

西宮市甲子園浜海浜公園付近
（気象台による調査）

長野県長野市 千曲川の氾濫

出典：水害レポート2019（国土交通省）
熊本県人吉市 球磨川の氾濫

出典：水害レポート2020（国土交通省）

広島県広島市 土砂災害

出典：水害レポート2018（国土交通省）

岩手県岩泉町 小本川の洪水害

⑦令和3年7月の大雨

静岡県熱海市 土砂災害出典：国土交通省HP

兵庫県西宮市 高潮による災害

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

令和5年6月末～7月
前線による大雨

令和5年台風第7号

により鳥取県へ大雨
特別警報を発表



気象庁では、近年相次いで発生している風水害や地震・火山等の災害を踏まえ、住民の的確な
防災行動に結びつくよう、地方気象台が市町村、都道府県、関係省庁の地方出先機関等と一体
となって、地域の気象防災に一層貢献するための取組を進めています。

平時の取組 緊急時の取組 災害後の取組

４つの担当チームで構成

A 広島県 / 広島市
B 南西部（竹原以西）
C 北部
D 南東部（福山・尾三）

各チームには

予報官や専門的な職員を

配置して、ワンストップ

サービスを目指します。

⚫顔の見える関係づくり

気象台長が首長と懇談し、「顔の
見える関係」を構築します。また、
チームが担当市町を訪問し、互い
に意見が言いあえる関係を築きます。

⚫防災情報の読み解き支援

防災担当者向けに、防災情報の活用方法を解説しています。
また、YouTubeによる解説動画を防災担当者限定で公開して
います。

⚫気象防災ワークショップ

気象情報にもとづく避難情報発令の判断等をグループワークで
理解します。

⚫ JETT派遣と市町向け解説

大雨等の災害発生が予想される場合
は県災害対策本部に職員を派遣し
オンラインで市町向けに解説します。

JETT（気象庁防災対応支援チーム）

⚫振り返り

防災担当者と共同で、防災情報の
タイミング・内容と市町の防災対応を
意見交換することで、防災情報の
改善に役立てます。

地域の気象防災に一層貢献するための取組
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JETT職員による市町オンライン気象解説
（県庁災対本部：令和3年8月）

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



地域の気象防災に一層貢献するための取組 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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◇平時からの取組◇ 防災気象情報の「読み解き」に資する取組の推進等

〇 気象防災ワークショップ

市町村等の防災担当者が防災気象情報を活用して、避難情報の発令など災害発生

時の市町村の防災対応を疑似体験（グループワーク形式）

（期待される効果）

・防災気象情報の種類や内容の基本を理解する。

・防災気象情報の意図を即時に読み解き、避難情報の発令に必要な検討・判
断や、危険地域の住民等への避難情報の伝達等が迅速に行えるようになる。

〇 防災教育・住民向け普及啓発

・関係機関と連携し、学校教育や地域住民に対して、講演会や出前講座などで積極的

に普及啓発活動を推進

・普及啓発の担い手（地域防災リーダー）の育成等、各機関が行う活動を支援



◇緊急時の取組◇ JETT、気象解説、説明会・記者会見、ホットライン等

地域の気象防災に一層貢献するための取組 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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〇 JETT（気象庁防災対応支援チーム）

・自然災害等により大規模な被害が発生した又は発生が予想される場合に地方公共団体へ

職員を派遣し、現場のニーズを踏まえた気象等のきめ細かな解説

〇 気象解説

・防災メールやオンラインを活用した説明会などによる支援

〇 説明会・記者会見

・防災上の留意点、状況の変化などを適時に広く周知

⇒ 整備局等との合同記者会見による警戒事項の呼びかけなども

〇 ホットライン

・台長と首長間、気象台担当者と市町村防災担当者間での危機感の共有

⇒ 毎年の台長による首長訪問で「顔の見える関係」を構築、深化させ、緊急時の

トップレベルでの体制確認



地域の気象防災に一層貢献するための取組 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム） ※JETT：JMA Emergency Task Team

注）JETTの創設は、平成30年5月1日ですが、それ以前から被災地を支援する取り組みは行っておりました。 10

令和5年7月の前線による大雨に伴う広島県災害対策
本部での気象解説

⚫ 気象庁防災対応支援チーム（ＪＥＴＴ）は、自然災害等により
大規模な被害が発生した又は発生が予想される場合に地方公共
団体へ派遣し、現場のニーズを踏まえ、気象等のきめ細かな解説を
行うなど、防災対応を支援

⚫ 令和４年度は延べ700人日を超え、令和5年度は12月時点で延
べ800人日を超える職員を派遣

令和5年度のJETT派遣実績

令和6年能登半島地震に伴う石川県での活動
（左：石川県災害対策本部会議、右：石川県志賀町)

◆「令和6年能登半島地震」発生後の活動◆



地域の気象防災に一層貢献するための取組

大雨特別警報の発表による緊急記者会見（R5.8.15）

大雪による緊急記者会見（R3.12.24）

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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関係機関と連携した取組



◇災害後の取組◇ 振り返り

地域の気象防災に一層貢献するための取組 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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〇 振り返り

・防災担当者と共同で、防災情報のタイミング・内容と市町村の防災対応を意見交換

⇒ 気象台及び市町村等の双方の防災対応について、相互の理解を深め、今後の

防災情報の改善も含め、地域の気象防災力を強化



◇その他の取組◇ 気象防災アドバイザーによる自治体の防災支援

地域の気象防災に一層貢献するための取組 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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➢ 平成27年１月に国土交通省から公表された「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」において、平時から、
防災の専門家が市町村を支援できる体制を構築する必要性を指摘。

➢ 気象庁は、平成28年度の気象予報士を活用したモデル事業の実施を経て、平成29年度に地方公共団体の防災
の現場で即戦力となる気象防災の専門家を育成することを目的とする「気象防災アドバイザー育成研修」を実施。

➢ 気象庁OB・OGや民間の気象予報士への気象防災アドバイザーの委嘱を進めるとともに、各気象台長による市
町村長への訪問や関係省庁による自治体職員向け研修等の機会を捉えて気象防災アドバイザーの周知を推進。

市町村の防災業務の支援のため、市町村から委任され、気象の専門家として防災気象情報の読み解きやそれに基づく助言等を実施。

➢ 気象の専門知識を活用し、地域防災計画を始めとする
防災計画等を策定

➢ 地域の自主防災組織や学校等の防災訓練等での講話や
訓練支援

➢ 日常的な気象解説を通じて気象現象の基礎的な知識を
普及するとともに、イベント開催判断や産業への活用を促進
（観光、農業、漁業など）

平常時の業務

➢ 気象台から発表される情報を読み解き、自市町村内の
ローカルな気象特性や地形特性などを踏まえ、避難指示の
発令等の各種判断を進言

（例：大雨警報を受信したらキキクルを活用して高齢者等避難の
発令地域を提案、雨量予想と気象の知識から避難所開設の
タイミングを助言 等）

災害時の業務

＜気象防災アドバイザーの任務＞



線状降水帯の予測精度向上
に向けた技術開発・研究をオー
ルジャパンで実施しています。

線状降水帯の予測精度向上に向けた取組
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第1回：令和3年2月4日

令和3年度から開始し
た「顕著な大雨に関する
情報」の発表事例。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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防災気象情報の活用について

防災気象情報の種類や発表タイミング等について説明します。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



竜巻など激しい突風の発生する
危険な気象状況の場合に発表

台風の中心位置や強度の実況及び
予測に関する情報を発表特別警報の種類

大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、波浪

警報の種類
大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、洪水、波浪

注意報の種類
大雨、強風、風雪、大雪、
高潮、洪水、波浪、
濃霧、雷、乾燥、なだれ、
着氷、着雪、霜、低温、融雪

警報等を予告、補完する事項を
気象情報として発表

数年に一度程度の短時間の大雨が
観測・解析された場合に発表

“5日先まで“ の進路及び強さを予報
（H31.3.14から）

水防活動の判断や住民の避難行動

の参考となるように、河川管理者

（国土交通省、広島県）と共同し、

河川を指定して発表

命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発
生してもおかしくない状況となった時に、
対象となる市町を特定して広島県と
広島地方気象台が共同して発表

特別警報

警報・注意報

指定河川洪水予報

土砂災害警戒情報

記録的短時間大雨情報 台風に関する情報

竜巻注意情報

広島県記録的短時間大雨情報 第１号
令和元年７月１６日１８時５４分
気象庁発表

１８時３０分広島県で記録的短時間大雨
世羅町付近で約１１０ミリ

実際の発表例

広島県竜巻注意情報 第１号
令和４年７月１５日１５時１３分 気象庁発表

広島県南部は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気
象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積
乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動
するなど、安全確保に努めてください。落雷、ひょう、急な
強い雨にも注意してください。

この情報は、１５日１６時２０分まで有効です。

実際の発表例

〇〇県（△△地方）気象情報

気象庁（気象台）が発表する防災気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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実際の発表例
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段階的に発表する防災気象情報

特
別
警
報
の
発
表
を
待
つ
こ
と
な
く
、

警
戒
レ
ベ
ル
4

で
避
難
し
て
下
さ
い
。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



警報・注意報の種類

18

特別警報：重大な災害が発生するおそれが著しく高まっているときに最大級の警戒を呼びかけます。

大雨（土砂災害、浸水害）、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

警報：重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報です。

大雨（土砂災害、浸水害）、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

注意報：災害が発生するおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報です。

大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、融雪、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪

早期注意情報（警報級の可能性）
：警報級の現象が5日先までに予想されているときに発表します。
大雨、暴風（暴風雪）、大雪、波浪、高潮

広島県の警報・注意報（今後の推移）
警報・注意報は、避難
にかかる時間を考慮して、
予め猶予時間をもって発
表しています。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

注）令和４年９月から、大雨・暴風（雪）・大雪・波浪の4要素に、「高潮」を追加して発表しています。



顕著な大雨に関する情報の例

線状降水帯に関する情報発表
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顕著な大雨に関する広島県気象情報 第1号
令和3年8月13日09時19分 広島地方気象台発表

（見出し）
広島県南部、北部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場
所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害
発生の危険度が急激に高まっています。

（本文）
なし

顕著な大雨に関する情報を補足する図情報の例

大雨災害発生の危
険度が急激に高まっ
ている線状降水帯の
雨域

※ 「雨雲の動き」
（高解像度降水ナ
ウキャスト）の例。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

● 顕著な大雨に関する情報（令和3年6月17日開始）
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ

場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報です。

令和5年5月25日からは予測技術を活用し、最大30分程度前倒しして発表する運用を開始しました。

※ この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。

● 令和４年6月1日から、「線状降水帯」に関する大雨の可能性を半日程度前からお伝えしています。

気象レーダーで観測した線状降水帯の様子気象レーダーで観測した線状降水帯の様子

令和3年8月13日08時00分～09時00分



➢ 雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）

➢ 土砂災害・浸水害・洪水害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

今後の情報等に留意

危
険
度

低

高

キキクル（危険度分布）の活用について 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



「キキクル（危険度分布）」とは、大雨による災害発生の危険度の高まりを地図上で確認できる情報です。

キキクル（危険度分布）の活用について
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広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

浸水キキクル
（大雨警報（浸水害）の危険度分布）

洪水キキクル
（洪水警報の危険度分布）

土砂キキクル
（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

令和５年（2023年）８月15日16時40分
（鳥取県に令和5年台風第7号による大雨特別警報を発表した直後）

ああか
令和4年6月から警戒レベ
ルと整合した配色にキキク
ルの色を変更しました。

地図を拡大するとより詳細に



台風進路予報について

22

5日先までの台風の進路予報を、ホーム
ページで確認することができます。早めの
対策を考える時に、活用して下さい。

発表中の台風
情報を表示し
ます。

凡例

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

図のように、予報円が大きい
場合は、予報の確度が低い
ことを表しているため、常に最
新の情報をチェック願います。

台風の月別の主な経路
（実線は主な経路、破線はそれに準ずる経路）



台風進路予報について

23

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

台風進路予報円及び暴風警戒域をより絞り込んで発表！



大雪に対する緊急発表
（国交省と共同）

大雪特別警報

早期注意情報
（警報級の可能性）

大雪の
半日～数時間前

大雪の数時間
～2時間程度前

雪の降り方が一層
激しくなり、記録的
な大雪のおそれが
ある

広い範囲で
数十年に一度の

大雪

大雪となる

大雪の数日～
約１日前

大雪の可能性が
高くなる

大雪警報

大雪注意報

大雪警報に切り替える
可能性が高い

大雪注意報

大雪に関する気象情報
（概ねの対象地域や予想降雪量を示して、
大雪となる可能性を共有）

気象状況

大雪に関する気象情報
（大雪に対する警戒を呼びかけ）

顕著な大雪に関する気象情報
（短時間の大雪に対する一層
の警戒を呼びかけ）

見出し文のみの短文形式情報

重大な災害の発生する可能
性が高まり、一層の警戒が必
要となるような短時間の大雪
となることが見込まれる場合

他機関との連携

記者会見
（大雪により社会的に影響が大きいと予想
される場合に実施）

記者会見
（大雪に対する最大級の警戒を呼びかける
ために実施）

大雪による被害

・立ち往生車両の発生
・農業用ハウスや簡易
的な建物の倒壊

・高速道路の通行止
・交通機関の運休

・幹線道路の通行止
・孤立集落の発生

・鉄道の間引き運転
（少雪地）

・住宅の倒壊

・大規模な交通渋滞

状況に応じ随時関係機関と
協議して報道対応など実施

大雪に関する気象情報
（大雪に対する厳重な警戒
を呼びかけ）

降雪が大雪警報の基準を
大幅に上回る場合や、普段
雪の少ない地域で大雪警報
級の降雪が予想される場合

14日前～６日前 早期天候情報

気象庁の情報・対応

（大雪に対する一層の警戒を呼びかけ）

大雪に関する早期天候情報＜冬季の日本海側＞

（その時期としては10年に1度程度しかおきないような著しい
降雪量となる可能性が高まっているときに注意を呼びかけ）

大雪に対して段階的に発表する気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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低温と大雪に関する早期天候情報（中国地方）
令和５年１月１６日１４時３０分
広島地方気象台 発表

中国地方 １月２３日頃から かなりの低温
かなりの低温の基準：５日平均地域気温平年差－２．２℃以下

中国地方の気温は、２２日頃までは平年並か高いですが、その後は寒気の影響を受けやす
くなるため平年並か低い日が多く、２３日頃からはかなり低くなる可能性があります。また、２
３日頃からは山陰を中心に降雪量がかなり多くなる可能性があります。
農作物の管理や、水道管の凍結、除雪の対応などに注意してください。また、今後の気象情

報等に留意してください。

• その時期としては10年に１度程度しか起きないような著しい降雪量（冬季の日本海
側）となる可能性が、いつもより高まっているときに、6日前までに注意を呼びかける情
報です。

• 6日先から14日先までの期間で、5日間降雪量がかなり多くなる可能性が高まってい
ると判断した時に発表します。最新の気象情報に留意してください。

大雪に関する早期天候情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

【発表例】

25

大雪又は雪に関する早期天候情報の発表地域



25日

18-24 00-06 06-12 12-18 18-24

ー ー ー ー

1時間最大 15以下 15以下 15以下 15以下 15以下

3時間最大 25以下 25以下 25以下 25以下 25以下

24時間最大

[中] ー ー ー

下記以外 8 10 10 15 15

山地 15 20 20 30 25

24時間最大

ー ー ー ー

陸上 10 12 12 12 12

海上 13 15 15 15 15

暴風

（雪） 最大風速

70から100

大雨

警報級の可能性

6時間最大

100から150

[高] [高]

大雪

警報級の可能性

ー ー

〇〇県の早期注意情報（警報級の可能性）

〇年12月25日17時　〇地方気象台　発表

〇部では、26日までの期間内に、大雪警報を発表する可能性が高い。

△部では、26日までの期間内に、大雪警報を発表する可能性が高い。

〇県〇部 27日 28日 29日 30日
26日

ー警報級の可能性 ー

気象庁ホームページでの表示例
気象庁ホームページでの表示例

早期注意情報（警報級の可能性） 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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【情報詳細】
大雪欄には、今後予想される6時間最
大降雪量、及び24時間最大降雪量を
記述しています。
原則として、毎日05時、11時、17時に
更新します。

• 警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その可能性を「早期注意情報
（警報級の可能性）」として［高］、［中］の2段階で発表しています。

• 警報級の現象は、ひとたび発生すると命に危険が及ぶなど社会的影響が大きいため、
可能性が高いことを表す［高］だけでなく、可能性が高くはないが一定程度認められ
ることを表す［中］も発表しています。

• 府県気象情報の内容と合わせて確認してください。



• 警報・注意報に先立って大雪への注意や警戒を呼びかけます。早期注意情報（警
報級の可能性）と合わせて確認してください。

大雪に関する気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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令和4年12月に鳥取地方気象台が発表した大雪に関する気象情報の例

• 大雪と高波に関する鳥取県気象情報 第１号

令和４年１２月１６日１６時２５分 鳥取地方気象台発表

１８日を中心に山地で大雪となるおそれがあります。雪雲が現在の予想以上に発達した場合は、警

報級の大雪となる可能性があります。

• 大雪と高波に関する鳥取県気象情報 第１号

令和４年１２月２０日１６時２１分 鳥取地方気象台発表

２２日から２４日頃にかけて大雪となるおそれがあります。雪雲が現在の予想以上に発達した場合

は、警報級の大雪となる可能性があります。

• 高波と大雪及び突風に関する鳥取県気象情報 第３号

令和４年１２月２２日０６時１３分 鳥取地方気象台発表

２２日夕方から２５日頃にかけての長期間、大雪となる見込みです。特に２２日夕方から２３日に
かけて短時間に降雪が強まるおそれがあります。雪雲が現在の予想以上に発達した場合は、警報級
の大雪となる可能性があります。



大雪に対して一層の警戒を呼びかける気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

〇顕著な大雪に関する気象情報（短時間の大雪に対する一層の警戒を呼びかけ）

重大な災害の発生する可能性が高まり、一層の警戒が必要となるような短時間の大雪となることが見込まれる
場合に発表する気象情報
• 降雪量（実況値）と今後の見通しを記載した短文形式の気象情報

• 近畿地方（滋賀県、京都府、兵庫県）、中国地方（岡山県、広島県、島根県、鳥取県）で運用
*1

※ 過去の交通障害などと、そのときの観測値を検証して発表の目安を設定します。目安は情報の効果を検証して適宜、見直します。

*1：全国では他に、北陸地方（新潟県、富山県、石川県、福井県）、東北地方（福島県《会津地方》、山形県）で運用。

〇大雪に関する気象情報（大雪に対する厳重な警戒を呼びかけ）
降雪が大雪警報の基準を大幅に上回る場合や、普段雪の少ない地域で大雪警報級の降雪が予想され、重
大な災害の発生の可能性が高まり、一層の警戒が必要となる場合に発表する気象情報
• 厳重な警戒を呼びかける、文章形式または見出し文のみの短文形式の気象情報
• 「見出し文」のキーワード 雪が強く降る見込みです。大雪に厳重に警戒し、不要不急の外出は控えてくだ
さい。

地域 対象府県 発表の目安※

近畿地方 滋賀県、京都府、兵庫県
アメダス地点などで6時間降雪量が35cm（兵庫県兎和野高原は40cm）に達し、その後
も警報級の降雪が続いて、12時間降雪量が警報基準を超過すると予測するとき

中国地方
広島県、岡山県
島根県、鳥取県

アメダス地点で6時間降雪量が、平地で30cmまたは山地で40cmに達し、その後も警
報級の降雪を予測するとき

28



顕著な大雪に関する岡山県気象情報 第８号
令和５年１月２４日１９時１０分 岡山地方気象台発表
（見出し）
真庭市上長田では、２４日１９時までの６時間に４１センチの顕著な降雪を観測しました。強い雪は
２５日朝にかけても続く見込みです。真庭地域では、深刻な交通障害の発生するおそれが高まっています。

29
令和5年1月24日19時の解析降雪量（6時間）数値はアメダス観測値

顕著な大雪に関する気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

【発表例】

短時間の大雪に対して
一層の警戒を呼びかけ
る情報です。

19時までの
6時間に41cm

令和5年1月24日19時43分に岡山地方気象台
が発表した「大雪に関する岡山県気象情報 第9
号」による岡山県の「雪の実況」と「雪の予想」



大雪特別警報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

• 記録的な大雪（府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深）と
なり、かつ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続くと予想される
場合には、大雪特別警報を発表します。

(注)50年に一度の積雪深の値が小さな地域については、既往最深積雪深の値なども用いて指標(発表条件)を設定する。

令和5年11月1日現在

30

指標(発表条件)を満たす主な事例

昭和38年1月豪雪

死者・行方不明者231
人住家全半壊1,735
棟床上・床下浸水
6,978棟

昭和56年豪雪

死者・行方不明者152
人住家全半壊466棟
床上・床下浸水8,097
棟



大雪に対する緊急発表（合同記者会見の実施）
広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

中国地方整備局、NEXCO西日本、気象台の合同記者会見 気象台による気象解説の様子

報道機関による取材の様子

令和4年12月22日から25日頃にかけて、中国
地方では警報級の大雪による、積雪や路面凍結
によって、交通障害のおそれがあったため、3機関
合同で、注意・警戒を呼びかけました。
また、令和5年1月23日にも1月24日から25日
にかけての警報級の大雪による交通障害等のお
それについて同様に注意・警戒を呼びかけました。

●令和4年12月21日15時から合同記者会見を実施

※緊急発表を実施した際は広島地方気象台ホーム
ページの 新着情報にもお知らせを掲載中

https://www.data.jma.go.jp/hiroshima/
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大雪に関するお知らせ（発表例） 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

令和4年12月22日 「大雪に関するお知らせ」
中国地方整備局、広島地方気象台ほか 共同発表



防災気象情報の入手方法について

33

パソコンやスマートフォン等から色々な情報が入手できます。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



民間気象会社など

メールやアプリで
情報入手できます。

テレビ・ラジオ

テレビ（データ放送（“ｄボタ
ン”）でも多くの情報が入手可
能）やラジオなどで放送されます。

気象庁・気象台が発表する
情報を掲載しています。

気象庁・気象台HP 都道府県・防災関係機関
市町・消防本部など

広報車や防災無線などで放送される

ほか、都道府県や市町村の中に
はメールで送ってくれるサービス
をしているところもあります。

「広島・呉」に
大雨注意報を
発表します。

様々な方法で、防災気象情報を入
手することができます。

気象台が発表する防災気象情報の伝達

34
気象庁本庁 地方気象台等

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

http://www.jma.go.jp/


防災気象情報の入手方法について

 表示の見やすさ、操作しやすさを重視
 スマートフォン表示にも対応
 トップページの分かりやすい場所から

ワンクリックで、地域の防災情報ペー
ジに遷移

気象庁ホームページからの設定した地域の情報入手

35

防災情報のページ

PCの表示

警報・注意報、キキクル、天気予報、
アメダス、雨雲の動き、地震情報など
が確認できます。

スマートフォンの表示

気象庁 Japan Meteorological Agency (jma.go.jp)

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

https://www.jma.go.jp/jma/index.html


防災気象情報の入手方法について

スマートフォンの表示

36

※はじめてログインした時は、県と市町の設定が必要です。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

ああか

「今注目の防災
情報」から各種
情報を確認する
ことができます。



防災気象情報の入手方法について

気象庁ホームページからの全国の防災情報入手

37

防災情報のページ

PCの表示 スマートフォンの表示

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

全国の気象警報の発表状
況などの各種防災情報を
確認、入手できます。



「キキクル」の通知サービスの活用について

サービスを提供している事
業者は、右の図のとおりで
す。詳細は、ホームページ
を参照下さい。

通知サービスの概要

ユーザーが登録した地域の危険度が上昇したとき等に、メールやスマホアプリでプッ
シュで通知するサービスです。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html 38

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



ま と め
◇ 気象台から、段階的に発表する防災気象情報について、情報の内
容等への知識を深めていただき、その情報の目的や発表されるタイ
ミングを踏まえ、ご自身の安全を確保された上で活用願います。

◇ 放送メディアは地域住民のみなさまにとって、重要な防災気象情
報の入手先となります。
ぜひ、気象庁ホームページも活用し、身近なところから防災気象情
報が入手できることも紹介していただき、住民のみなさまの的確な
防災行動につながるよう、ご協力願います。

39

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

【参考にしていただきたい情報】
〇気象庁
https://www.jma.go.jp/
〇国土交通省ハザードマップポータルサイト
https://disaportal.gsi.go.jp/ キキクル



＜参 考＞
スマートフォンでの防災情報の活用例



ああか

雨雲の動きの活用について

左下の三角印をタ
ップすれば、60分
先までの雨雲の動
きを5分間隔で見
ることができます。

41

＜表示切替＞
画面下の丸い表示
をタップすれば、ここ
に示す凡例のとおり
表示内容を切替え
ることができます。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

ああか

令和5年5月25日から
予測（最大30分）に
よる線状降水帯の雨域
が表示可能に。



ああか

雷の状況や竜巻発生確度等の活用について

スマホの一番下にある表示
切替を選択することで、表
示させたい情報への切替が
可能です。

42

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

①雷の状況を見るには

②雷活動度を見るには

③竜巻発生確度を見るには

①雷の状況

②雷活動度

③竜巻発生確度

※詳細は、こちらを参照下さい。https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/toppuu/tornado3-1.html



キキクル（危険度分布）の活用について

現在は、洪水キキクルを表示
していますが、ボタンにより表示
を切替えることが可能です。
※ハザードマップは土砂災害と
洪水害のみ

ああか

■政府インターネットテレビ 「キキクル」
豪雨災害から命を守るために～覚えて下さい！「キキクル」｜政府イ
ンターネットテレビ (gov-online.go.jp) 43

危険な場所にいる時に、
紫（危険）の表示が
出た場合は、避難を開
始して下さい。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

公開日：令和3年（2021年）6月2日

土砂 浸水 洪水 ハザードマップ

洪水キキクルを表示を拡大
すると、国管理河川の洪水
危険度分布（水害リスクラ
イン）が表示され、凡例に
も同危険度分布の説明が
追加されます。

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg22759.html

